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１．はじめに 

「光速度は可変」であり，相対性理論が数学上，また理論上の誤りであることを単純な数

式の導出をもって示すことができる．導出は，第一にローレンツ変換を sinθとすること 

第二に，光の波動の伝播，粒子（光子）の走行を座標系に適用することでなされる．  

 ２．相対性理論の論理 

   相対性理論の「光速度不変」原理の論拠は，「光の媒質に対する地球の相対運動を発見し

ようという試みの失敗」に帰着する．結論は空間の変換，「ローレンツ収縮」である． 

３．相対性理論の数学的・理論的破綻 

  （Ⅰ）光は球面波であり，同一座標系において，方向によらず同一時間同一距離を走行する．      
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  （Ⅱ）斜辺から対辺へ，ピタゴラスの定理により 
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  （Ⅲ）相対性理論におけるローレンツ変換により 
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      この３式は相対性理論の数学上の破綻を示す． 

  （Ⅳ）相対性理論の同時刻の定義 ( )202
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  （Ⅴ）ローレンツ変換とは「時間空間の同時変換」，「波動から粒子への変換」である． 
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   この 3 式は 0=v で同値であり，「光速度不変」原理の理論上の破綻を示す． 

 ４．結論 

   「光速度は可変」であり，相対性理論は物理上存在しない．   
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